
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月発行 

№１６７ 

三川少年少女 

発明クラブ事務局 

 ６月１３日(土)、鶴岡クラブとの合同活動

で自動車解体体験を行いました。解体する

ことで、自動車の仕組みを学ぶことをねら

いとし、工具の使い方も同時に学びます。 

 三川クラブは２台に分かれて解体に取り

かかりました。さまざまな工具を手に取り、

見えるところの部品から外そうと挑戦しま

す。工具はどれを使えばよいのか、部品同士

がどうつながっているのか、分からないとこ

ろはセンターの方に聞きながら、次々に外し

ていきました。 

 みんなで力を合わせて外す時は、かけ声

をかけて力いっぱい引っ張ったり回したり

協力：山形県自動車販売店リサイクルセンター庄内営業所さん 

と、外れるまで全力でかんばりました。その時の喜びは大きかったですね！ 

 実際にセンターで解体した部品の中には、酒田港から船で海外に輸出して、再利用されるものもあるそうで

す。みなさんが持ち帰った部品は、作品づくりで再利用できそうでしたか？ 



 

 

  

 

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 ６月２７日(土)から３回にわたる活動で、みなさんのアイデアを形に

していきます。「この仕組みをどう作ればよいか」「もう少し工夫でき

るところはないか」など次々に指導員へ相談し、クラブ員同士もお互

いの作品に対してアイデアを出し合いながら取り組んでいます。ご家

庭においても、引き続きのご協力をよろしくお願いします。 

 

 

同封した出品票に記入して、作品と一

緒に持って来てください！分からない

ところは教室で一緒に書きましょう。 

 ８月１日(土)は、田田の宿で親子行事を行いました。はじめ

に「季節のスワッグづくり」に挑戦しました。花のアトリエ*チョ

コレートコスモス*の齋藤智子さんにご指導いただき、それぞ

れの個性がキラリと光るすてきな作品を完成させました。 

 その後のお食事会は、みんなが大好きなものがたくさん並んで、どれか

ら食べようか迷ってしまうほどのごちそうに目を輝かせ、お腹いっぱい食

べましたね。残さず全部テイクアウトして、さすが発明クラブ！ 

目指せ！ 

発明王 

発明力の大小は「なるほど、うまく考えたな～」

と感心する心の大小なのです。日ごろから発

明・くふうに関心を持つことが大切ですよね！ 


